






要約:  第 5 次改定日本人の栄養所要量が平成 6 年度に発表された。平成 7 年度には「離

乳の基本」の改定案が前年度までの本研究の一部で検討され、提案された。一方、極小未

熟児の発育曲線についても昨年度までに本研究の一部として検討され、その成果が報告さ

れている。本班はこれらの諸研究を研究基盤として、本年度より新規に未熟児の発育に適

合した栄養給与目標を明らかにし、未熟児の栄養と食生活についての一般用ガイドライン

のとりまとめを計画した。「心身の障害等を有する乳幼児の栄養・食生活のあり方に関す

る研究」班として平成 7年度は前述の改定「離乳の基本」の公表について技術的な協力を

した。また、本研究課題を遂行するための作業を行い、本調査研究の基礎を固めた。本年

は与えられた個別のリサーチクエスチョンに対して専門性や過去の研究背景が異なる研究

協力者の参加を得て与えられた問題に対して日常保健活動の参考となるマニュアルの作成

を検討した。


